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の一方、L-Ala を試料として測定したところ、m/z = 
112.1 の場所に L-Ala の Na+付加体([L-Ala+Na]+)のピ




 ３．３ D-, L-体混合物からの測定 
開発したマトリクスの有用性をさらに確かめるため
に次に D-Ala を鋳型分子としたマトリクスを作成し、
D-Ala と L-Ala の混合溶液を試料して用いた。試料で
ある混合溶液の濃度は、D- (mg/mL) : L- (mg/mL) = 1:0, 
0.5:0.5, 0.25:0.75, 0:1 と変化させ、両者の合計が
1mg/mL となるように固定した。その時に得られた結
果を Table 1 にまとめて記した。マトリクスの作成には、
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｀
polymer 
1001 (a) L-Ala mold matrix (only) 




-el -・ ゜言300I (c) L-Ala 





111.0 111.5 112.0 112.5 113.0 
mlz 
光学異性体を認識し選択的にイオン化させる MALDI 法の開発 
Chirality and analyte structure-selective MALDI 
許 家瑋 
 
   
   
 
は 0.5 mg/mL の D-Ala で一杯になるだけの鍵穴が作
成される。Table 1 を見ると、試料の比率 1:0 と 0.5:0.5







荷比 m/z = 112.1 のピーク強度は半分になった。これは
試料としての D-Ala の分子数が半分になったためであ
る。さらに比率 0:1 の試料では S/N 比 3 以下(N=31)の
信号しか得られなかったことから、作成したマトリクス
は L-Ala には応答せず、D-Ala にのみマトリクスとし
て働き、D-Ala の濃度に応じたピーク強度変化を示した
























た。さらに Raf を試料として測定した結果を図 3(c)に





Table1． [D-Ala+Na]+ (m/z = 112.1)のピーク強度と再現性 
－72－
sample peak 1ntens1ty (au) SD (au.} RSD(%) D-Ala : L-Ala #1 #2 #3 #4 #5 avg intra overall 
1.00. 0.00 314 378 322 396 316 345.2 38.80 11.24 
0.50. 0.50 338 343 360 319 370 346.0 19.87 5.73 
12 17 
0 25 0 75 185 162 163 149 190 169 8 17 17 10 1 
000 1.00 47 66 40 67 62 564 10 1 21 59 
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(c) Raf (raffinose) [Raf+K]+ 
(Raf+Na]ミ！
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